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大学生になっても読んでほしい

公式 Instagramで
最新情報を発信中！

時の人の本音に迫る

――記憶に新しい8月の李在明大統領
訪問のいきさつや、その意義についてお
聞かせください。
　弊社のソウル支局ではかねてから新
大統領へのインタビューを打診してい
ました。新大統領が、いわゆる慰安婦・
元徴用工問題について、前政権と日本
との合意を踏襲するのかどうか、野党
時代の反日的な発言から、日本国内に
は強い懸念があったため、その点を聞
きたいと考えたからです。
　ほどなく、私が訪韓するなら会見を
受けてもらえるとの返事がきました。
そこで、チーム読売で訪韓し、この点に
ついて直接質問したところ、国同士の
約束を反故にすることはないと明言

されました。この時のインタビュー等
については、弊紙の8月21日の朝刊で、
1面から5面にかけて大きく取り上げ、
大きな反響を呼びました。
　これまで私は、政治記者として、政府
にとって都合の悪いことであっても真
実を伝えることを最優先に考える姿勢
で臨んできました。そのため時には、政
治家や官僚には疎まれることもありま
した。しかし今回は外務省関係者など
からも感謝されました。というのも、前
政権との合意を新大統領が踏襲すると
の報道が、両国の政治家や政策担当者、
そして国民の間に共有され、その後の
日韓首脳会談などで、この問題につい
て波風の立つような場面なしにスムー
ズに進むことができたからです。
　政治家や官僚に先立ち、重要な人物

に直接お目にかかって本音を引き出
し、社会に公表する、そしてそれを通じ
て、国内政治や国際政治に影響を与え
る、これは報道機関として、またジャー
ナリスト個人としても、大事なミッ
ションの一つであり、厳しい現場に立
ち向かう際の力や、やりがいの源泉と
もなるものです。

高倉健の教育論に感銘

――ジャーナリストと言うと幅広い分野
に人脈をお持ちだと思います。政治記者
としては少し畑違いのようですが、かの
高倉健さんともご親交がおありだったと
伺っています。思い出に残るエピソード
を一つお聞かせ願えますか?
老川:2000年の文化の日、「新世紀の担

マスメディアトップから高校生へのメッセージ

国内で最多の発行部数を誇る読売新聞社。４０年に亘って続いた渡邉恒雄
体制の後、今春から主筆を引き継いだのが老川祥一さん。８４歳の今も、報
道と言論の二分野の最高責任者を兼ね、時に社説にも健筆を振るう。８月
には日本の政治家に先駆けて就任間もない韓国の李在明大統領を訪れ、
日韓の懸案問題に関する前政権との公約を踏襲することを確認し、報道機
関としての存在感を高めた。これからの日本の進路、大所高所から見た日
本の教育について、そして若者へのメッセージを聞いた。

読売新聞グループ本社
代表取締役会長・主筆

老川 祥一 さん
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１９４１年１０月２５日生。 １９６４年３月 早稲田大学政治経済学部卒業、４月 読売
新聞社入社。 １９８６年６月 政治部次長、以後論説委員 、政治部長 編集局次
長、調査研究本部長を歴任。１９９８年６月 取締役編集局長、２００１年３月 大阪
読売新聞社 専務取締役 編集担当を経て２００５年６月 同代表取締役社長、
２００７年６月 読売新聞東京本社 代表取締役社長、２０１１年６月 読売新聞グ
ループ本社 取締役最高顧問、２０１３年６月からは主筆代理を兼任、 ２０１４年
12月国際担当（The Japan News 主筆）を兼任、２０１６年３月 読売新聞グルー
プ本社 取締役最高顧問・主筆代理 国際担当（The Japan News 主筆）、読
売巨人軍 取締役オーナー（～2018年7月まで）。２０１９年９月 読売新聞グルー
プ本社 代表取締役会長・主筆代理 国際担当（The Japan News 主筆）、
２０２０年６月 読売新聞東京本社 取締役 論説委員長を兼任。２０２５年６月 読
売新聞グループ本社 代表取締役会長・主筆 国際担当（The Japan News 
主筆） 読売新聞東京本社 取締役。著書に「政治家の胸中」「政治家の責任」

（藤原書店） 「終戦詔書と日本政治」（中公新社） 「やさしい国会のはなし」ほか 
「やさしい」シリーズ（法学書院、編著）などがある。聖学院高等学校出身。

おかげさまで30 周年3030
大学ランキングからはわからない大学の実力
大学１年（18歳）で司法試験に合格。

「高大接続」から生まれた天才たち
教育ジャーナリスト 小林 哲夫 さん

雑賀恵子の書評
世界を変えたスパイたち
ソ連崩壊とプーチン報復の真相
著者 春名 幹男

探究の現場から その１０　
地域や大学との連携を通した
探究活動について
秋田県立大曲農業高等学校 教諭 大沼 克彦 さん

16歳からの大学論　第43回
高校生も多数来場 ! 分野不問で
匿名制の研究ポスター発表大会
京都大学  学際融合教育研究推進センター  准教授 宮野 公樹 先生

特集　京都産業大学生命科学部
生命の「働く機械」をこの目で見る
私大初、クライオ電子顕微鏡が拓く
研究のフロンティア

研究者クローズアップ
生命科学部はさらなる進化を！

京都産業大学大学院 生命科学研究科
大学院生の研究成果　他

専門職大学のこれから
不断の入試改革で
2030年の先を見据える
iU情報経営イノベーション専門職大学
副学長 古賀 稔邦 さん

大学ジャーナルオンラインから

大学トップから高校生へのメッセージ  トピックス

ピンチをチャンスに変えたい
東京外国語大学学長 春名 展生 先生
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　新聞の特徴は一言で記録性、一般性、
公開性と言われています。記事掲載に
当たっては必ず、「裏付けがあるか」「複
数の目でチェックされているか」「複数の
ソースを確認しているか」などを原則と
し、「間違ったこと、不確かなことは書か
ない」「犯罪にかかわることでなければ、
人に知られたくない話を、特定の人のプ
ライバシーは書かない」「記事には、社と

して責任を持つ」という姿勢を貫いてい
る。
　また新聞紙面は、俯瞰性があり、他紙
との比較もしやすいだけでなく、一覧性
があるので興味のない話題にも目が触
れやすい。SNS上での様々なトラブル、
また生成AIによる情報の真偽が問題と
される中、その使命はこれまで以上に重
いと考えています。

い手育てる　個性の違い大切に/真の高
等教育再建」として、小学校から大学まで
の教育について、読売新聞として提言を
まとめて発表したことがあります。通常
この種の紙面には、教育界の識者などの
コメントを載せるものですが、時には、教
育制度などの専門的なことではなく、若
者へ向けて、人間の生きざまに基づいた
思いをメッセージとして贈りたいと考え
て、親交のあった高倉健さんに寄稿を依
頼しました。ちょうど映画の撮影に入る
直前の時期で、事務所からは一旦断られ
ましたが、翌日、ご本人から直接電話がか
かり、引き受けて下さることになり、その
翌日には、おそらく宿泊先のホテルで一
晩かけて書かれたと思われる原稿が届い
たのです。《君たちへのメッセージ》は、題
して「心にいつも辛抱ばい」。小学生の時、
足をすりむいて家に帰ってきたときに母
親からかけられた「辛抱せんと、いかん
とよ」という言葉を、健さんは生涯心に留
め、命がけの撮影時など、大変苦しい時に
はいつも、「辛抱ばい!」、辛抱が大事と、歯
を食いしばって頑張ってきたというので
す。そこから、経済的豊かさだけを追う昨
今の風潮や、学ぶ楽しさを置き去りにし
て、成績を数字だけで評価しがちな教育
に対する苦言へと、メッセージは展開さ
れます。
　環境が始めから自分に良くしてくれる
ことはあり得ない。汗をかいて努力して、
もちろんそれは実るとは限らないけれ
ど、やはり努力を続けることが大事だと
考えてきた私は、わが意を得たりの思い
でした。きわめて当たり前のことですが、
このような考え方が、この時点でも、そし
て今ではもっと希薄になっているのでは
ないかと心配しています。
　後日談があります。原稿料について説
明したところ、「原稿料が欲しくて書いた
のではない」と即座に受け取りを断られ
ました。社の規定もあることから私は困
りましたが、翌日彼から電話があり「やは
りお受けすることにする。受けなければ
あなたが困るだろうから」と。話はさらに
続きます。原稿料を振り込ませてもらっ
てやれやれとひと息ついたところに、小
さな荷物が届きました。中に入っていた
のは、高倉健の署名が刻印された、1931
年モデルの、とても高価な万年でした。
1931年は健さんの生まれ年。私は今でも
それを宝物として傍に置いています。

デジタル教科書推進は、
慎重の上にも慎重に
――教育問題に関して、かつてはゆとり教
育批判、今またデジタル教科書の急激な推
進について批判的な論調を展開されるな
ど、マスメディアにあって一貫して気を吐い
ておられるように見受けられます。
老川:一連のデジタル教科書問題につい
ては面白いエピソードがあります。2022
年春からのデジタル教科書の一部教科へ
の導入に際して、日頃、論調を異にする競
争紙のある記者が、社説のページに「本
件、私は読売に同感です」（2022年5月29
日）と書かれたのです。
　デジタル教材は映像や音声などを使っ
て紙とは異なる教育効果を高めること
ができます。しかし、教科書として紙と同
等に扱うことが、果たして子供の教育に
とっていいことなのか。深い思考や記憶
の定着には紙に優位性があるという見解
も多く、まだまだ検証不足だと思います。
利便性ばかりを強調するあまり、紙の良
さを軽んじてはいけない。実際、現場の先
生方がもろ手を挙げて賛成されている
わけでもないと聞きます。またデジタル
教科書先進国と言われる北欧諸国の間で
は、効果を疑問視し、紙の教科書を再普及
させる動きも見られます。

「なぜ利用の拡大を急ぐのか」（2024年9月
11日社説）、「巨額予算推進ありき――学習
効果 検証置き去り」（同9月23日）、「教科書
紙に回帰――スウェーデン端末重視で学力
低下」（同10月22日）、「学校現場 対応に苦
慮」（2025年1月16日）ーー以上、読売新聞
の主な報道

　こうした中、中央教育審議会、初等中等
分科会のデジタル教科書推進ワーキン
ググループは先頃、《紙と同じ正式な教科
書として扱う》旨を審議のまとめとしま
した。この先これが、全体会議であまり審
議されずに答申に盛り込まれるようなこ
とになれば、最初から結論ありきではな
かったかと、審議会の在り方そのものも
問われることになると思います。中でも
私たちが一番危惧するのは、地域によっ
て、または学校によって紙の教科書を全
く読まない、読んだ記憶の全くない子ど
もたちが出てくる可能性がないとは限ら
ないということです。これは、日本の教育
にとって大きなマイナスではないでしょ
うか。

道徳について、
もっと簡単に考えることは
できないだろうか
――ほかにも日頃お感じになっていること
があればお聞かせください。
老川:最近の国の発表によると不登校児
童生徒数が35万人を超え、全児童生徒の
4%に迫るとされています。一方で教員側
にも、教育者として極めて不適切な盗撮
画像をSNS上でやり取りするグループが
摘発されるなどの問題が起きるなど、こ
れまで盤石と思われていた日本の初等中
等教育に強い危機感を覚えています。こ
れらの現象や事件の検証は極めて慎重に

行わなければいけませんが、それにつけ
ても日頃から一つ気になっていることが
あります。それは先の高倉健さんからの
メッセージとも重なりますが、人として
の教育、道徳教育が、この間やや軽視され
てきたのではないかということです。

2015年の「道徳」の教科化、道徳を特別の
教科として盛り込もうという学習指導要領の一
部改正を前に、様 な々意見が飛び交いました。
反対の主張には《特定の考えの押しつけにな
る》というのが多かったですが、本紙は、《社会
のルールを学び、思いやりの心を培う意義は大
きい》との主張を一貫して貫きました（2014年
1月12日、2014年8月28日社説等）。

　日本には今なお、道徳というと何かと
ても難しいことを議論するような雰囲気
が残っています。しかし、もう少しシンプ
ルに考えることもできるのではないで
しょうか。
　フランスの著名な思想家ヴォルテール
は、哲学者パスカルがそれまでの道徳を、
確実な真理に基づいていないなどとして
認めなかったことに対して、孔子の「己の
欲せざる所、人に施すこと勿かれ（自分が
してほしくないことは、他人にしてはな
らない）」という言葉を挙げて反論してい
ます。自分がされて嫌なことを人にして
はいけない、人間の行為の基準としてこ
んなに確かなことはないだろうと。
　今の日本社会には、ことさら物事を少
し難しく考える、言いかえると、すべてを
相対化して考える風潮があり、教育に関
して保護者も学校も、ここでは叱っては
いけないのではないかなど、自信を失っ
ているように見えます。
　しかし、何事につけても、まず自分がさ
れたらどうなのかを考え、それを他人に
はしないよう心掛けるといった道徳の基
本は、そんなにむずかしいことではない
はずです。このことを、大人は子供にもっ
と伝えなければならないのではないか。
なぜなら子供たちはそこから、人間って
いったい何だろうとか、自分たちはどう
振る舞うべきか、どうしたらいけないの
かを学んでいくからです。勉強ができる
ことは大事だけれど、このように考え方
を育てることはそれと同じ、あるいはそ
れ以上に大事なことだし、AIとの共生
が深まれば深まるほど、ますます大切に
なってくる。これは小学生や中学生・高校
生だけにかかわる問題ではないと思いま
す。大学生にとっても、高度な学問はもと
より、高い教養を身につける際にも、欠か

せない素地だからです。

どうなる日本、どうする日本

――最後に政治記者として、昨今の世界情
勢を踏まえ、次世代を担う若者にメッセー
ジをいただけますか。
老川:新聞記者になって60年以上経ちま
した。この間、様々な出来事がありました
が、世界は今、100年に一度と言っていい
ぐらいの大きな転換点を迎えていると感
じています。
　第2次世界大戦後の世界は、米ソ冷戦
に始まり、中国の台頭から今日まで、巨視
的に見れば、緊張をはらみながらも、大国
間による、ある種の秩序のようなものが
保たれてきた。それが近年、その大国自ら
が、それを壊しつつあるように見えます。
　日本はこれまで、かつてはアメリカと
ソ連、近年はアメリカと中国の間に挟ま
れて、あまり自己主張をしなくてもうま
く生きてくることができた。しかしこれ
からはどうでしょうか。昨今の世界情勢
は、目をつぶっているうちに元へ戻ると
いうような生易しいものではないと思い
ます。
　国内政治に目を転じても、戦後80年の
うち約70年を占めていた自民党一党支配
体制が弱体化しつつあり、不安定要素が
増してきています。まさに外憂内患の中
に私たちは置かれているといっても過言
ではありません。
　こうした中で私たちは、日本は世界が
平和でなければ平和でいられない国であ
るとの認識を改めて深め、これまでのよ
うに「平和は大事だ」と主張したり議論し
たりするだけでなく、「平和の方法、つま
り自分たちはどうしたら平和でいられる
のか」を考えなければならなくなった。し
かもそれを政治家、あるいは与党だけに
任せておくのではなく、すべての大人た
ち、そして若い人一人ずつが真剣に考え
なければいけない。そういう時代に、今は
入ってきているのだと思います。
　そのことは一方で、ある意味で今は
チャンスの時代でもあるとも言えます。
日本はアメリカやヨーロッパ、多くのア
ジアの国々だけでなく、アフリカ諸国と
も過去のわだかまりなく向き合える数少
い国です。しかも、技術力、知的能力は高
く、経済力もまだまだあり、いろいろな形
で世界に貢献できるし、しかもそれを世
界は求めているからです。

マスメディアトップから高校生へのメッセージ 「平和が大事」から、「どうしたら平和でいられるか」を、一人ひとりが考える時代に

AＩ時代、ＳＮＳによる情報発信が増える中での
言論機関、報道機関としての新聞の役割
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書評雑賀恵子の

　スパイと聞くと、どんな人間を想像す
るだろう。敵国に潜んで、正体を隠し、政
治や軍事、経済関係の秘密情報を収集
する人間。公式非公式を問わず国家の諜
報機関に属するか雇われているけれど
も、身分や任務が、家族や周りにも秘密
である人間。得体の知れない怖さもある
し、ダークな魅力を感じる向きもいるか
も知れない。諜報機関といえばCIAとか、
MI6とか、古くはKGBとかが小説やドラ
マでもおなじみのところだ。どこかの国
のクーデターや政権転覆に、CIAが絡ん
でいるなどと耳にしたことがあるだろう。
あるいは誘拐や暗殺とか。諜報活動だけ
ではなく、テロや破壊活動といった秘密
工作もする。世界のあらゆるところにス
パイがいて、密かに活動しているのだろ
うな、国際政治などというのはとても複
雑に動いているのだろうな、となんとなく
わかったふうでいるつもりだが、どこか遠
い、自分とは関係のない世界のこと。日
常目にする新聞やテレビで報道されてい

る戦争や世界経済の動き、教科書に載っ
ている現代史のさまざまな出来事にス
パイが関わっているとは考えない。いや、
無論諜報活動などは常時行われている
にしても、具体的にどのように活動し関与
しているのか知る由もない。
　だから、ある出来事と全く別の出来
事に実は諜報活動が深く関与し結びつ
いているとまでは考えない。たとえば、
2016年大統領選でのドナルド・トランプ
の勝利は、米国に敵対しているロシアの
プーチン大統領の目論んだ情報工作が
大きく関わっているなどということにつ

いてだ。
　本書は、東西冷戦下にある1980年代
から始まって、ソ連のアフガン侵攻、ソ連
崩壊、プーチン登場、ロシアのクリミア併
合やウクライナの問題、トランプ大統領
就任、そして22年のロシアのウクライナ
侵攻までを、諜報戦という観点から、一連
の流れとして読み解いたものである。本
書によると、ソ連の崩壊は、レーガン政権
がサウジと関係強化に動き石油価格を
操作してソ連の外貨獲得を減らし、小麦
輸入をできなくして飢餓に導いたことに
原因がある。この報復として、プーチンは
米国に対してさまざまな仕掛けをし、ト
ランプ大統領を誕生させ、英国をEU離
脱に向かわせ、ウクライナ侵攻に至る。こ

の裏で、米国とソ連／ロシアばかりでは
なく、関係する各国の諜報活動が入り乱
れ、二重スパイや寝返り、スパイ同士の駆
け引きなども含め諜報戦の行われていく
様子が綿密に語られる。著者は共同通信
社のワシントン支局長まで勤めた記者。
多くの機密文書や証言をもとに描かれて
いるので、とても説得力がある。
　スパイ防止法制定を強く主張してきた
高市早苗氏が首相の座につき、国益を守
るための防諜を名目として報道機関や国
民の活動にまで処罰対象になりかねない
法律に対する関心が高まっている。確か
に本書を読めば、国際関係の動きには諜
報が極めて大きな役割を占めていること
がわかる。だがしかし、国益とか国家を守
るというのはどういうことなのだろう。わ
たしたちの日々の営みと具体的にどう関
わっているのだろうか。わたしたち国民
も、外国は常に競争相手であり、潜在的
な敵とみなすべきなのか。本書を読んで
一層、ごく素朴な疑問が湧いてきた。

世界を変えたスパイたち
ソ連崩壊とプーチン報復の真相

雑賀 恵子
文筆家。京都薬科大学を経て、京都大学文学部卒業、京都大学大学院農学研究科博士課程修了。大阪教育
大学附属高等学校天王寺学舎出身。著書に『空腹について』（青土社）、『エコ・ロゴス　存在と食について』（人
文書院）、『快楽の効用』（ちくま新書）がある。本誌では、20０8年11月発行の79号から、ほぼ毎号、書評を寄稿。

春名 幹男
朝日新聞出版、2025年

　2025年 司 法 試 験 合 格 者 の 最 年 少 は18歳
だった。
　このうちの１人は早稲田大法学部１年生
である。法務省が大学名を発表したわけでは
ない。この合格者の出身校、早稲田大学本庄
高等学院が次のように伝えてくれた。「18歳
で司法試験合格」「高校3年次（2024年度）予備
試験に合格し、本年度の司法試験にも一回目
の受験で合格を果たしました」。
　また、合格者がこんな談話を紹介してい
る。
　「本庄高等学院2年次に法曹を志すと決め、
その年の夏から本格的に受験勉強を始めま
した。目標が定まってからの2年間は、迷いな
く司法試験の合格だけを見据えて机に向か
い続ける日々でした。時には大変なこともあ
りましたが、それでも『必ず合格したい」とい
う思いが支えになっていたと思います」（い
ずれも早稲田大学本庄高等学院ウェブサイ
ト2025年10月15日）。
　司法試験合格者の低年齢化が見られる。
　これは早い時期に司法試験予備試験に合
格することで、法科大学院に進まず司法試験
本試験を受験できるシステムによるものだ。
その詳細な中身、問題点については、「司法
試験予備試験という劇薬、天才発掘とその功
罪」で解説した。（「大学ジャーナルオンライ
ン」（2024年4月26日　https://univ-journal.jp/
column/2024243900/）
　今回の早稲田大附属校→早稲田大からの
司法試験合格と似たケースは他大学でも見
られた。2018年と2021年に慶應義塾大法学
部１年生が司法試験に合格している。２人と
も應義塾高校在学中に予備試験にクリアし
ての本試験合格だった。

　2021年合格者はこう綴っている、
　「司法試験の勉強を始めたのは高校2年生
の時で、高校3年生までの2年間が主な勉強
期間になり、その間は高校生活と両立してい
ました。高校との両立では、まず大前提とし
て高校の勉強をメインとしていて、迷った際
にはまずは高校を優先させました。高校では
部活との両立は難しいと判断し、生徒会には
入っていたものの、あまり活動せず、司法試
験の勉強をしていました。司法試験の勉強は
1コマ3時間の授業が週3回あり、授業と同じ
くらいの時間を復習するため、週18時間を目
安に勉強していました（2021年11月13日）。
　司法試験は７月中旬から始まる。大学入学
後たった３カ月後なのに、なぜ合格するの
か。端的に言えば、早慶の附属校にいるので
大学入試のために受験勉強する必要がない。
その分、司法試験対策の勉強がじっくりでき
るからだ。しかし「迷いなく」「週18時間」机
に向かって合格したとはいえ、高校の授業で
習ったわけではない。どうやって法律知識を
身につけたのか。
　前記の早稲田大学本庄高等学院出身者や、
慶應義塾高校出身の２人は完全な自学自修
である。司法試験予備校のテキストやネット
授業も使っただろうが、勉強の組み立ては自
分で考えたはずだ。今年の司法試験合格者の
平均年齢は26.8歳だった。平均年齢は最近10
年で26.6歳～28.9歳となっている。彼らのよ
うな18歳での合格者は、毎日とんでもない集
中力で法律知識を身につけた秀才であり、短
時間でやり遂げたという意味では天才であ
る。
　附属校から司法試験予備試験に合格、大学
入学後に司法試験に合格。

　これは大学入試の勉強をする必要がない
から可能だったといえる。結果的に高校と大
学が密接なつながりを持っている、いわば

「高大接続」の成果だ。これをロールモデルに
した大学附属校の後輩はこれからも現れる
だろう。明治大、立教大、関西学院大、同志社
大、立命館大の１年生が附属校時代からの勉
強が実を結び合格しても不思議ではない。
　だが、このような「高大接続」が法曹養成を
担っていいのだろうか。
　自然科学系で数学、物理などの天才たちが
高校時代に大学院レベルのテーマに取り組
むのは理解できる。
　だが、法律は身近なもめ事から国の根幹を
揺るがす問題を解決するためにある。法律の
条文を、数学の公式を覚えるように暗記すれ
ばいいというものではない。なぜ、このよう
な法的判断が必要なのか。それを説明するた
めには相当な社会性が求められる。それは幅
広い教養、知識を身につけ、さまざまな人生
経験を積んだ上で培われるものではないの
か。
　司法試験に合格できれば、事件や事故な
ど、各種トラブルについて条文にあてはめて
法的判断を下すことはできる。だがそれを、
社会性が十分に備わっていない、かなり若い
世代、極端な場合は、十代に任せていいのか。
少々、不安になってくる。
　少子化は法曹の世界にも及んでいる。司
法試験出願者数は減少傾向にあり、2010年
1万1127人 →2015年9072人 →2020年4226人
→2025年3837人というように、かなり深刻な
問題となっている。
　法曹希望者は15年で三分の一以下に減っ
たが、合格者数は1500人台を推移しており、

法曹界からは質的な面を懸念する声が出て
いる。一方で、高校時代から司法試験受験に
取り組む若く優秀な人材が出てくることは、
法曹界にすればとても嬉しい話だ。
　高校生が法曹を志すのは歓迎すべきこと
である。だが、「高大接続」されているため、か
なり早期に司法試験受験資格を付与するの
はいかがなものだろうか。司法試験予備試験
および司法試験の受験資格に○○歳以上と
いう年齢制限を設けるべきではないが、司法
修習所入所の年齢を引き上げてもいい、と思
う。
　2024年に筑波大学附属駒場高校２年生、
2022年には灘高校３年生が司法試験に合格
している（それぞれ高校１年、高校２年で司
法試験予備試験に合格という、とんでもない
天才）。彼らに多くを期待したいが、司法修習
所への入所はたとえば20歳以上にしてもい
いのではないかと、わたしは考えている。
　法曹養成の「高大接続」については、大学
入試がない分、早期に司法試験の勉強ができ
る、という発想に基づくものには賛同できな
い。司法試験の勉強で、高校の他の教科の勉
強が軽視されたり、部活動や遊びを含めた
さまざまな経験が蔑ろにされたりするのは
もったいないからだ。法曹養成ではなく、法
律への誘いから「高大接続」はあっていい。法
学部教授の出前授業を行う、模擬裁判を実施
するなどで、高校生の知見を広げられる。
  司法試験18歳合格はほんとうにいいのか。
天才ならば早ければ早いほうがいいという
観点から脱却して、法曹養成のあり方を考え
てほしい。
談話の出典
https://www.waseda.jp/school/honjo/news/8193
https://www.jukushin.com/archives/47939

教育ジャーナリスト
小林 哲夫 さん

Profile
1960年神奈川県生まれ。教育ジャーナリスト。朝日新聞
出版「大学ランキング」編集者（1994年～）。近著に『日
本の「学歴」』（朝日新聞出版　橘木俊詔氏との共著）。大学ランキングからはわからない大学の実力

大学１年（18歳）で司法試験に合格。「高大接続」から生まれた天才たち
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１９７３年石川県生まれ。２０１0 ～１４年に文部科学省研究振興局学術調査官も兼任。
２０１１～２０１４年総長学事補佐。専門は学問論、大学論、政策科学。南部陽一郎研究
奨励賞、日本金属学会論文賞他。著書に「研究を深める５つの問い」（講談社）など。

京都大学  学際融合教育研究推進センター  准教授
宮野 公樹 先生

　私たちの身の回りには、答えのない疑問
や、なぜそうなるのか理解できない「不思議」
が満ちています。高校生である皆さんも、「ど
うして？」という純粋な問いから探究活動を始
めているのではないでしょうか。
　大学や研究機関で行われる専門的な研究
も、実は同じです。複雑な理論やデータ解析
の裏側には、研究者自身の心に火をつけた、
根源的な「問い」が必ず存在します。しかし、現
代の学術の世界では、短期的な成果や分か
りやすい肩書きが重視されがちで、その純
粋な「問い」が分野の壁や慣習に阻まれて磨
かれにくい状況にあると言います。

　そんな中、京都大学では9年前から「京大
100人論文」という斬新な研究ポスター発表
大会を実施しています。今年は11月上旬に
開催し、120件のポスターを発表、来場者は
のべ1300人でした！
　この企画が特異的なのは、研究者の「問い」
の持つ力を信じ、それを鍛え上げるための仕
掛けがたくさん詰まっている点にあり、最大
の特徴は「無記名制（匿名制）」にあります。
　来場者はもちろん、ポスターを掲示する研
究者自身も、名前、所属、職位といった「肩書
き」を一切記載しません。研究発表の常識を
覆すこのルールは、「この分野の権威だから」

「あの有名大学の先生だから」といった先入
観を完全に排除します。その結果、参加者は
ポスターの内容、つまり「問い（研究テーマ）」
そのものに集中し、純粋に「本音」で向き合う
ことになります。
　さらにユニークなのは、ポスターの形式で
す。通常、研究ポスターは複雑なグラフや図
表、自由なデザインで飾られますが、「100人
論文」では、以下の三つの問いに対して、そ
れぞれ300字程度で簡潔に回答するだけで
す。
1. 私が追っている不思議
2. これまでやってきたこと
3. みなに問いたいこと
　あえて図やグラフを排除することで、内容
ではなく視覚的な情報で分野を判別してし
まうことを排除しているのです。これにより、
分野を超えた対話が生まれやすくなります。
　「100人論文」の来場者は、研究者だけで

なく、企業人、行政関係者、そして中高生や教
諭など、実に多様で、しかも全国から集まりま
す。
　高校生の皆さんにとって、この大会は非常
に貴重な経験となること請け合いです。大学
の研究者や社会のプロフェッショナルが本音
で議論する場に、一切のハンデなく参加でき
るからです。皆さんは来場者として、ポスター
を見て感じた疑問や率直な感想を、無記名で
コメント付箋に書き込み、ポスターに貼り付
けます。相手が大学教授であろうと、「誰が書
いたか」を気にせず、その研究テーマに対し
て純粋に、「ここが面白い」「ここが分かりにく
い」「こんな疑問が湧いた」という本音をぶつ
けられますよ！
　来年も秋ぐらいに開催予定です。ぜひとも
京都大学学際融合教育研究推進センターの
Xやメールマガジンに登録してもらい、情報
をゲットしてください。

高校生も多数来場!分野不問で
匿名制の研究ポスター発表大会

地域連携

⃝課題発見
　地域には大小さまざまな課題が山積してお
り、これらの解決を目的として自治体や企業
が種々の取組をしているのは本県だけではな
いはずです。しかし解決済みの課題は少なく、
地域住民は大変な思いをしています。これを
テーマにしてみてはいかがでしょうか？すでに
取り組んでいる事例があり、取組への住民の
反応、結果、考察はすでに出ています。そこか
ら見えてくる課題に取り組むわけです。
　本校で私が指導している生物工学部で
は、仙北市にある田沢湖の酸性化を改善す
る研究をしています。田沢湖は昭和14年まで
は中性の湖で、固有種クニマスが生息してい
ましたが、農業振興と発電事業のために酸性
化し、クニマスなどの生息生物はほぼ死滅し
ました。国と秋田県は中和処理施設を建設し
て田沢湖の中性化を図っていますが、令和5
年でも田沢湖のpHは5.4で水生生物がライ
フサイクルを完結するには厳しい環境です。そ
こで仙北市や地域企業と連携し、これまでい
くつかの研究テーマが立ち上がっています。
酸性化した水を中性にするテーマ、酸性水を
農産物生産に活かすテーマ、酸性水のもと
になっている温泉成分を害獣忌避剤にする
テーマなど、これらは一部ですが、田沢湖だけ
でもこれだけの研究テーマが見つかります。
今一度地域の課題の解決をテーマとして検
討してみてはいかがでしょうか？ 
⃝成果発表
　実際どのような連携をしているのか。田沢

地域や大学との連携を通した探究活動について
「探究」の現場から その10

⃝分析
　田沢湖の研究では、田沢湖水、実験で
作った中性化水に含まれる元素を分析しまし
た。高校生では機材の使い方も分析の仕方
も難しいので、実際はサンプルを持ち込んで
大学職員さんに分析していただくことになりま
す。しかし、ただ「分析していただきました」、「こ
んな結果になりました」では意味がないので、
分析の原理やメカニズムについては、しっかり
と教え込むようにしています。このため、参加
した生徒は「実験はやればいいのではなく、
何を知りたいかで実験をデザインする必要が
ある」ことを理解するようです。この辺が他教
科の実験を伴う学習とは明らかに異なる点で
す。高校までの「総合的な探究の時間」以外
の実験では、教科書に記載されている内容を
実験によって確認することが目的であり、答え
はあらかじめ決まっていて、実験を自らデザイ
ンする必要はありません。しかし、彼らの考えを
証明すべき実験は、教科書には載っていない
ことが多いため自らの力で考えなければならな
いのです。この考え方、取組の面白さにはまっ
た生徒は、本当に夢中になって研究にのめり
こみます。そのきっかけになるのが大学連携
の一つのポイントと言えるでしょう。
⃝discussion
　もう一つ大学連携で重要なポイントは、教
授や准教授、院生や学部生とディスカッショ
ンすることだと思います。大切なことは彼らの
意見を聞くだけではなく、自分たちの見解や考
え方との違いについて議論することです。も
ちろん彼らとは知識レベルが大きく異なります
が、ここで大切なのは、まず自分たちの意見を

述べ、それに対する見解を伺い、質問を繰り返
しながら、導きたい仮説を証明する実験は、ど
のようにすべきか、今の自分たちの実験や考
え方に不足しているのは何かを、議論しながら
理解させることなのです。実際に参加した生
徒の中には、「自分たちの実験の意味が改め
て分かった」、「自分たちの考えを証明するた
めの実験に不足していることが分かった」など
と答える生徒もいます。より専門性の高いレ
ベルで議論させ、生徒の研究や実験の本当
の意味に気付かせるよう、道筋をつけてあげ
るのも大学連携のポイントといえるでしょう。

まとめ

　成功例が大きく取りざたされる「総合的な
探究の時間」ですが、これは、それだけこの教
科が学習教育と学習効果、そして生徒の成
長に大きな役割を持つことを示しています。し
かしその陰に隠れて、この時間を苦痛に感じ
ている生徒、教員はいったいどれだけいるので
しょうか？「総合的な探究の時間」には、テー
マ選択、研究の進め方、まとめ方など、教員が
苦痛に感じそうなポイントがいくつもあり、出口
を求めてさまよっている教職員は少なくないよ
うに思えます。今回は地域連携や大学連携
がいくつかの答えになることを紹介しました。
地域連携は実業高校だけの特権、大学連携
はSSHや理数科のある学校の特権ではない
と思います。地域や大学との連携で、生徒も
教員も夢中になれる「総合的な探究の時間」
の学習を通して生徒の資質・能力の向上を目
指しましょう。しかし地域や大学に丸投げされ
ると、地域、大学、生徒、教員も皆困ります。
教員はあくまでもコーディネーターとしてかかわ
ることを忘れてはならないことも付け加えてお
きます。

Profile
岩手大学大学院で博士（農学）の学位を取
得後、生物資源研究所（現農研機構）、産
業技術総合研究所などでポスドク。2010年
から現職。秋田県立湯沢高等学校出身。

秋田県立大曲農業高等学校 教諭
大沼 克彦 さん

湖水の中性化の研究では、「研究サンプルの
提供」、「協働実験」、「発表場所の提供」な
どが挙げられます。研究サンプル（田沢湖の
水）は、必要な時に市の職員から提供を受け、
本校で作った中性化水は、仙北市の田沢湖
クニマス未来館(2017年度開館) 【写真右
上】と仙北市内の小学校２校で、メダカの飼
育水として使用、水生生物に影響を与えない
ことを実証実験しています。研究成果の発表
場所は、クニマス未来館や、仙北市のイベン
トで提供していただいていますが、クニマス未
来館には本校生物工学部の取組を紹介する
コーナーもあるなど、研究成果を公開する場
所としても活用させていただいており、生徒に
はとてもいい刺激になっています。一般の方
からの反応が分かると、もっと頑張りたい、よ
い結果を出したいと、研究にもさらに積極的に
なり、知識やスキルの習得も促進されます。ま
た授業内の学習と研究との関連付けもでき、
成績の伸びる生徒も少なくありません。社会
的な課題を解決するために成果を出して地域
とのつながりを持った生徒は、社会の中で自
分の果たす役割についても考えるようになり、
学習面だけでなく、考え方も大きく成長するの
が実感できます。

大学連携

　地域連携の研究が進むようになると、明確
な結果を求められることもあります。しかしある
説を証明するためには、高校にある機材だけ
では十分な実験、分析ができないことも多い
ですから、大学施設を使わせていただくことも
あります。

はじめに
博士号教員という立場で秋田県内の複数の学校で「総合的な探究の時間」の成果発表会
に参加し、指導・講評をさせていただくことがありますが、テーマの設定に苦慮しているこ
とを耳にします。私の所属校（秋田県立大曲農業高校）でもご多分に漏れず、担当の教員
は苦労していますが、本校の場合は農産物販売や、学校イベント、授業などで地域とのつ
ながりが強いため、地域の課題について取り組むケースも少なくありません。今回は地
域や大学との連携による取組と参加した生徒の変化について紹介したいと思います。

京都大学学際融合教育研究推進センター   https://www.cpier.kyoto-u.ac.jp/

田沢湖クニマス未来館
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――長年、専門学校の校長をご経験され
てきたとお聞きしています。入学者選
抜とは少し離れますが、これまでの五年
間、《大学》という新しい器の中で副学長
として運営を支えてこられた経験から、
専門学校と大学との違いについてお感
じになっていることがあればお聞かせ
ください。
古賀:そうですね。やはり文化の違いを
相当経験しました。社会へ出て即戦力と
なるための実践的な学びを重視する専
門学校の長所を取り入れた専門職大学
ですが、やはり大学という器を整え、そ
こで教えてきた教員も混じることで、専
門学校とは大きく異なる文化ができあ
がりつつあります。しかし、600時間相
当の臨地実務実習（20単位）、4割以上が
実務家教員といった設計は素晴らしい
ものですから、今後も新しい形の大学の
未来形を目指していきたいと考えてい
ます。その際、専門学校の学生募集の長
所は大いに生かしていきたいと考えて
います。
――具体的には?
古賀:専門学校では通常、春先から徹底
した教職協働で高等学校を回ります。
大学よりも半年早い。また長年の蓄積か
ら、高校の先生方とのコミュニケーショ
ンは強いですから、生徒一人ひとりの顔
の見える募集活動が行えます。18歳人口
が減少し、伝統ある大学といえども入試
の選抜機能が薄れる中、一学年定員160
名という少人数制を活かし、これまで以
上に丁寧な募集活動を目指しています。
実際、今年度からは、募集広報窓口を日
本電子専門学校と一本化し、大学と専門
学校の両方の募集活動を行うようにし
ています。活動範囲は広がりますが、そ
の効果は徐々に現れてくると期待して
います
――なるほど。この春には第2期生を送
り出されたと思いますが、就職率や起業
率あるいは他大学の大学院進学等で何
か変化がありますでしょうか。一期生に
は、新設の理念を十分理解し、賛同され
て入られた学生さんが多かったと思い
ますが、変化はなかったでしょうか。
古賀:すでにホームページ等に掲載させ
ていただいているように、就職率は97.1%
と昨年の97.5%と遜色ありません。また、
経済産業省による「産業技術調査事業大
学発ベンチャーの実態に等に関する調
査結果」によると、起業率は一期生4.17%
に対して2期生5.59%と伸びていて2年連

専門職大学のこれから
不断の入試改革で２０３０年の先を見据える

の状況の方はいかがでしょう。
古賀:従来通り順調です。総合型ではD、
E、F、G日程を、学校推薦型では、指定校
推薦、公募制推薦ともにB日程を残して
いますが、100名の募集人員に対して、
現在8割の方が入学を希望されていま
す。首都圏でも、大規模大学中心に年内
入試が徐々に一般化されるようになり
懸念していましたが、少しほっとしてい
ます。
――いよいよ一般入試のシーズンに入
りますが、今年からは一般入試の改革が
目玉とされていますが、具体的にポイン
トお知らせください。
古賀:開学以来の変更として、A、B、C
すべての日程において、従来の3教科入
試に加え、3教科の中から2教科を自由
に選べる2教科入試を導入します。これ
は英、数、国の3教科から、ご自身の得意
な教科、例えば数学と英語、あるいは国
語と英語といったように2教科で受験で
きる方式です。高等学校の現場からすれ
ば、一般入試では最低でも3教科は課す
べきだとのお声も聞かれそうですが、一
期生の事例では、入学後の補習、あるい

続で首位、起業数は31社で6位の昨年に
比べ39社で8位になりました。またそれ
まで2年連続で首位だった起業増加率も
184.8%で4位と高水準を維持しています。
　また大学院への進学では、昨年の東京
大学、慶応義塾大学に続いて今年は新た
に東京理科大学への進学者が出ました。
――それは何よりですね。ではここで、
学生募集についてお話ください。
古賀:18歳人口が踊り場と言っても、厳
しさは変わりません。また開設時に比
べ、既存の大学も、実践型の教育をア
ピールするようになってきていて、差別
化を図りにくくなってきています。
　そこで今春の入試では、1月の願書締
め切り段階の様子を見て、3月の一般入
試C日程の後にさらにもう一回、3月後
半に入試を実施しました。結果としては
5名の受験者が来られみなさん入学につ
ながりました。これは受験生、本学双方
にとって喜ばしいことでしたし、受験生
が最後まで迷われていることを知るい
い機会となりました。
――3月末日の最後まで、粘られるわけ
ですね。来年度入学者のための年内入試

iU 情報経営イノベーション専門職大学
 副学長　古賀 稔邦 さん

新課程元年の昨年および今年、さらに来年に
かけては、これまで右肩下がりだった18歳人
口が一旦、踊り場を迎える。そこで各大学では、
2031年度以降の減少期や、さらにその先の
2040年度以降の急減期を見据え、学生募集に
ついて様々に工夫を凝らす。昨年、首都圏で話
題となった大規模な学校推薦型公募制入試の
展開などもその一つ。他にも大手私大や公立大
学の定員増も進み、踊り場とはいえ入学者獲得
競争は熾烈を極める。
大学と専門学校の良さを足し合わせた新しい大
学として2018年に制度化され、2019年度か

ら開設の始まった専門職大学においても例外で
はない。この間、実務家教員や臨臨地実習（長
期インターンシップ）先の確保等がハードルとな
り、成功事例は少ないとされているが、その中で
も健闘している大学の一つがiU情報経営イノ
ベーション専門職大学。2020年に開学、開設６
年目となる今春には、売り物である就職実績や
起業率では２期連続で驚異的な実績をあげてい
る。「ただ、生命線である学生募集については課
題も多い」と語る古賀副学長に、一般入試を間
近に控えた今、どんな入試改革で対応されるの
か、将来展望なども含めてお聞きした。

は専門を学ぶ際のモチベーション次第
では、2教科でもあまり問題のないこと
が分かってきたからです。
　ちなみに昨年は30名の定員に対し、ほ
ぼ同数の応募があり、今年の応募者はそ
れ以上になるのではと期待しています。
――なるほど、その他にも将来の人口減
少を見据えて、何か改革をお考えでしょ
うか。
古賀:来年度の総合型選抜(2026年度実
施、対象は2027年度入学者)では、AIを自
由に使って回答する《生成AI活用型選抜
方式》を新設します。詳細については、後
日公式サイト等で公開しますが、AIの
活用が社会全体に広がる中、本学ではAI
を単なるツールではなく「共創のパート
ナー」と捉え、それを活用しながらも自
ら思考し、価値を創出する力を備えた人
材の育成を目指していますが、その理念
に基づいた新しい方式です。これまでも
辞書持ち込み入試などがあったのと同
様、入試においてもAIを自由に活用して
もらうという方法があってもいいので
はないでしょうか。AI大好きな方はぜひ
ご期待ください。
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首都圏文系国立大学の
抱える二重苦とは

　今春の中教審答申「知の総和」※１では、
大学の《規模の適正化》について、初めて
正面から言及された。「設置者の枠を超
えた連携、再編・統合、縮小、撤退を選択
肢に入れ、高等教育全体の、適正な規模
の見直しが必要」であると。
　私学に比べて、学生募集では競争優位
な状況にある国立大学にも危機感は募
る。現在、法人複数大学制（いわゆるアン
ブレラ方式）や、直近の東京医科歯科大
学と東京工業大学との合併など、かつて
86とされていた国立大学にも再編の機
運は高まっている。ただ、地方国立大学
には、地方創生の観点から地域に根差し
た人材育成、地域の子どもたちの高等教
育へのアクセス権の保障など、定員を減
らすという動きにはおそらくならない
だろう。それに引き換え首都圏にある国
立大学は、多くの私学との共存などの観
点から、今後、定員削減を求められる可
能性が高い。元々文系しか持たない本学
は、細り続ける国の支援の影響を強く受
けてきたが、そうなれば、国内最多の28
言語専攻という最大の特徴も、これまで
通り維持できるか不安だ。
　生成AIの進展も脅威だ。語学教育が
真っ先に代替されやすいと想定される
からで、まさに経営、教育の両面の危機、
いわば二重苦を抱えているような状態
だ。早急にこのピンチをチャンスに変え
るための布石を打ち、今後さらに厳しい
状況に曝されるであろう後進に、バトン
を繋ぎたいと考えている。
※１ 我が国の「知の総和」向上の未来像 ～高等教育システムの

再構築～ （答申）令和7年2月21日

私のキャリアパス、
気がつけば初めての道を歩んできた

　ジャーナリストの父の影響で、平和の
問題、国際政治には関心があったが、一
方で子ども時代から、環境問題や生物多
様性の維持にも関心があった。大学は理

ピンチをチャンスに変えたい
《越境》をキーワードに、文系も学部・修士一貫を

またしかりだろう。
　今後、厳しいかじ取りの場面も予想さ
れるが、私自身はまだ50歳。学生時代に
専攻を変えたことに始まり、常に変化の
中に身を置き、気がつけば新しい道を
切り開いてきた。学長の任期終了後も
また、本学に残り教育・研究の現場に戻
ることになる。この厳しい時代の舵取り
をあえて引き受けることは、自分自身に
とっても一つのチャンスであると考え
ている。
※2 Sir Henry James Sumner Maine（1822年8月15日 - 

1888年2月3日）：イギリスの著名な法学者・社会学者・政治
評論家。イギリスにおける歴史法学の創始者とされる。

定員減に備え、大学院を充実、
最短5年間で学士号と修士号を
取得する教育プログラムを推進。

　進化するAIの影響を強く受けると言
われる外国語教育だが、一方で、AIの活
用次第では、語学習得の一部分をAIに
委ね、浮いた時間を活用し、本質的なコ
ミュニケーション研究や希少言語の研
究などに注力することが可能となる。
　 そ も そ も 本 学 は、 英 語 名 をTokyo 
University of Foreign Studiesとするよう
に、単に語学習得だけではなく、それを
通じて多文化理解、地域研究を深め、文
化の差異と共生の仕組みを明らかにし、
寛容でインクルーシブな社会の実現に
向けて課題解決を図れる人材の輩出を
目的とする。
　その過程で、半分以上の学生が一年間
の海外留学を経験しているが、学部教育
の充実には４年の修業年限は、ある意味
でとても窮屈だ。また、AＩ時代、予測不
能と言われる社会では、文理融合※３はも
とより、大学間連携※４や産学連携などを
活用して、分野とセクターを越えた多方
面への《越境》を教育に組み込む必要も
ある。
　また人生100年時代とされ、社会人の
リスキリングなどを国が後押しする中、
18歳の入学者が必ず４年で卒業する必
要があるのか。すでに理系、主に工学系

系に進み、学部では、環境問題を工学の
観点から解決すべく工学部都市工学科
都市計画コースに進んだ。ところが、社
会課題解決を実践的に学ぶなかで、社会
の認識が変わらなければ何も変わらな
いと考えるようになった。
　そこで大学院では文転し、総合文化研
究科国際社会科学専攻を選び、日本政治
外交史の研究室へ入った。20世紀前半、
国内の政治学者たちが何を考えていた
のか、なぜ、国際政治学という個別の分
野を立ち上げたのかを研究したかった
からだ。
　大学院退学後に赴任したのが中京大
学。そこで非常勤講師として『平和論』
を担当したが、大学が交換留学に力を入
れ始めた際、帰国子女の経験を活かし、
英語で外国人留学生に日本社会や日本
文化を教える授業を引き受けることに
なった。これが学長になった今も続けて
いる教育活動の原点だ。
　2015年には、本学に新設された国際日
本学研究院に第一期講師として着任。
2016年に大学院総合国際学研究科に国
際日本専攻が新設され、2019年には本
学に第三の学部である、国際日本学部が
新設された。この国際日本専攻と国際日
本学部で教育を担当することになった
私は、2018年に准教授、2024年に教授
となった。
　この間、男女共同参画推進部会に委員
として加わり、2023年には副学長、そし
て今春、対立候補がいないまま学長と
なった。これは、これからの予測不能な
時代の大学経営には、これまでの経験や
実績が一切通用しないと判断された教
職員の方々の総意であると、厳粛に受け
止めている。
　イギリスの法学者ヘンリー・メイン※

２は中世までは身分によって決まって
いた社会関係が、近代に入って、契約に
よって決まるようになったという意味
で「身分から契約へ」と述べた。今は、そ
れが最も進んだ時代であり、大学経営も

Profile
2015年東京外国語大学
大学院国際日本学研究院
講師、2018年同准教授、
2021年国際日本学部学部
長補佐、2023年東京外国
語大学副学長（国際、国際
教育等担当）、2024年東京
外国語大学大学院国際日
本学研究院教授、2025年
4月から現職。桐蔭学園高等
学校理数科出身。

東京外国語大学 

学長  春名 展生 先生

国立大学として、起源の最も古い大学の一つ、東京外国語大学。この春その学長に就任した春
名先生は、戦後の国立大学学長としては記録の残る限り、2番目の若さでの就任と注目が集ま
る。大学は今、およそ10年後の18歳人口の急減期の始まりを前に、私立大学を中心に危機感を
募らせているが、志願者確保では安定する国立大学も例外ではない。とりわけ首都圏の国立大
学には特殊事情も絡む。また、語学教育には生成AIによる教育の進展も逆風となる。「二重苦」と
苦笑いする一方、少子化は教育の質の向上や、丁寧な入学者選抜を可能にするなど、改革の大
きなチャンスでもあると前を向く春名先生。ピンチをいかにチャンスに変えるのか、今後４年間
で、次世代のために打っておきたい布石とは何かを聞いた。

では修士課程への進学が一般化してい
る。
　そこで本学が新たに計画しているの
が、最短５年で学士と修士両方の学位の
とれる教育プログラムだ。
　すでに東京大学は、学士・修士５年間
の新たな教育課程、U Tokyo College of 
Designの開設を今年度早々に発表した。
東北大学も先頃、入学時に学部を定め
ず、新しく設置する高等大学院との一貫
教育で行う特別教育プログラム、「ゲー
トウェイカレッジ」を開設すると続いて
いる。今年度内には「知の総和答申」を受
け、文系の学部・修士一貫制のための制
度改正も始まるとも聞く※５。
　国の後押しによって、新しい制度に関
心を持つ大学が増加する、あるいは国立
大学が一斉にその方向に舵を切るなど
すれば、文系も修士卒が望ましいという
スタンダードが確立されるかもしれな
い。これは本学にとっても大きなチャン
スだ。
　今後の人口減少を視野に入れれば、一
人ひとりへの教育投資を増やし、＜量＞
の減少を＜質＞で補わなければならな
いことは言うまでもない。そのためには
修士号や博士号保有者の社会的評価を、
文系分野も含めて高める必要もある。こ
れは、長年、課題とされてきた人文社会
系人材の国際通用性を高めることにも
つながる。
　もちろん企業の採用事情や保護者の
ニーズも視野に入れる必要があるから、
一足飛びにはいかないかもしれない。で
あれば本学としては、まずはそれに先立
つ大学院改革、その充実から始めていき
たいと考えている。
※３ 2012年の2学部制発足に合わせて開設された「世界教養プ

ログラム」には、文系だけでなく、理系の科目もあり、言語文化
学部、国際社会学部、国際日本学部のいずれに入学しても
履修することとされている。

※４ 東京農工大学および電気通信大学と実施する「西東京三
大学連携」や、お茶の水女子大学、東京科学大学、一橋大
学の三大学と結成した「四大学未来共創連合」を指す。

※５ 「知の総和」２.今後の高等教育政策の方向性と具体的方策 
/（１）教育研究の「質」の更なる高度化/③大学院教育の改
革（P28）「・・・学士・修士の５年一貫教育の推進等の施策
も講じながら大学院修了をスタンダードにしていくといった発
想の転換・・中略・・が必要である」
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